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新年度のスタートにあたって 
◆ 4月は新しいスタートのとき 

4 月 6 日に晴れて 240名の新入生が入学し、新たな吉田高校がスタートしました。1年生の

みなさん、ご入学誠におめでとうございます。そして、ようこそ長野吉田高校へ。また、2年

生もクラス替えを行い、1年生同様に期待と不安が入り混じった気持ちですね。さらに 3 年生

は最終学年の重圧や、多くの生徒にとっての関門となる大学入試に対する闘志も沸いている

ことでしょう。現在、高校は成人を控えた最後の学びの場でもあります。昨年の４月から民法

の成年年齢が 18歳となり、親の同意を得ずとも自分の意志で様々な契約や決定が可能となり

ます。高校卒業までには誰もが主権者となり、独立した成人となることを自覚して学びをス

タートさせましょう。 

◆ 高等学校で学ぶ意義 

『やるかやめるか、それで言えば、やめるのは一番簡単な決断だ。』 

WBC日本代表の優勝に導いた栗山秀樹監督の言葉です。日本ハムの監督時代、札幌ドー

ムの監督室にあるホワイトボードに大切にしたい言葉を書いていました。「迷った時は、厳

しい道を進め」昔からよく言われることです。難しい道を進むと、大変なことは増えます

が、将来的には実りある人生となる可能性が高くなります。困難なことに何もせずに後悔す

ることなく、やれる努力をしていきましょう。清明な４月のこの時期に、この一年の目標を

立て失敗を恐れず進めていこう。これから１年のスタートを送る吉田高生の皆さんに、次の

言葉も送ります。 

「夢なき者に理想なし 理想なき者に計画なし 計画なき者に実行なし 実行なき者に成功

なし ゆえに夢なき者に成功なし」吉田松陰 

また、新年度にあたり、皆さんには今こそ「学び」に対して主体的であること、また謙虚で

あることを願わずにはいられません。世界ではロシア軍によるウクライナ侵攻で人間の尊厳

を踏みにじられました。国際社会をつくるものは物理的な力ではなく“知による力”です。21

世紀を生きる私たちには、沢山の学ぶべきことがあります。どうか高等学校のすべての授業

が、知識として人類の財産を吸収し、知性を磨き、今後の礎をつくる場であることを忘れない

でください。そして、高校の先にある学びの場を希求してください。 

◆ 進路希望の実現に向けて 

 これからの１年間、私たち進路指導係は、皆さんの進路希望を実現するための情報提供に

努め、様々な企画を通じてキャリア教育を進めます。しかし、進路実現の原動力はあなた自

身の「日々の学習を積み重ねた確かな学力」と「積極的で主体的な行動」に他なりません。

このことを忘れず、力を合わせて頑張っていきましょう。 

 なお、この「長野吉田高校進路室だより」は、3年生版は適時に、1・2年生版は月１回程

度を目標に発行する予定です。配布した際には目を通し、ご家庭にも届けて下さい。 

  



 

 

 ４月の目標   

 １年生  高校の授業に慣れ、学習スタイルを確立する 

入学式が終わり、各種のオリエンテーションを経て、徐々に授業が

本格化していきます。中学校に比べて科目数が増え、内容も難しくな

るので、まずはスタートでつまずかないように注意しましょう。一学

期の間に高校の授業の雰囲気をつかみ、科目ごとの学習法や定期テス

ト対策法、時間の使い方など、持続可能な自分の学習スタイルを確立

することが大切です。 

また、班活動選びとその加入は、この時期の大きな選択です。本校

のクラブ活動は、伝統的に“班活動”と呼ばれています。全校生徒の

約 90％が所属して意欲的に取り組み、運動班・文化班とも多くの実

績を残してきました。一方、本校の多くの生徒にとって、学習と班活

動との両立が最大の課題でもあります。班活動はあくまでも課外活動

ですが、切磋琢磨してお互いを高めあう友人や学年を超えた仲間との

出会いは、生涯のかけがえのない財産ともなりえます。両立への固い

決意を持って、班活動に加入しましょう。 

『探究学習』 

キャリア学習・探究学習・定期的な各教科の「小テスト」 

『暁峰塾』 

暁峰塾は、本校ＰＴＡ・同窓会を中心に「長野吉田高等学校生徒の人

格の涵養と学力の向上に寄与するため、支援事業を行う」目的で設置

されました。おもに土曜日に行われる学力向上のための取り組みを主

催し、本校の先生方が補習授業や模擬試験監督等を行います。 

 

 学年共通  凡事徹底：日常生活のチェックリスト 

凡事徹底とは、読んで字のごとく“平凡な事を徹底する”つまり“

当たり前のことを当たり前に行なう”ことです。学校生活の最大の目

標は「生きる力」を育み、将来、社会人として生きていくための基盤

をつくることです。下記に日常生活のチェック項目を挙げますので、

自己点検してみてください。 

・ 大きな声でさわやかな挨拶ができること 

・ 自分の意見をはっきり伝えることができること 

・ 人の意見に素直に耳を傾けることができること 

・ 問題意識を持ち、その解決のために行動できること 

・ 協調性を持ち、人と協同して物事を成し遂げられること 

・ 清掃や係・委員会の仕事をしっかりと行い、責

任を果たすこと 

・ 目標を持ち、その実現のために計画を立てて実

行できること 
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昭和の日

検尿一次

生徒総会
検尿一次

進路報告会

一斉委員会

応援練習[1･2･3]

内科・身体測定[1]
応援練習

内科・身体測定[2]
応援練習

入力締切

文化班会

内科・身体測定[3]

全統共テ模試[3]

運動班会

オリエンテーション[1]

実力テスト[3]
学習オリ[1]総合[2]
新入生歓迎会(午後)

実力テスト[1･2･3]
眼科検診[1]
心電図[1],X線[1･職]

入学式･PTA入会式

始業式

職員会議

４月
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